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本委員会に付託された事件は、以下のとおり決定したので会議規則第７７条の規定により
報告します。

　

なお、 審査の経過及び内容は別紙のとおりです。

事件の番号 件

　　　

名 審

　

査

　

の

　

結

　

果

議案第２５号 令和８年反ｍーリ山Ｊ 高文△ｉ：字算 原案のとおり可決すべきものと決定

１議事筈１つＧ号
令和８年′党ｍーリ山” 別会計 原宰のとおり可決すべきものと決定

議案第２７号 令和８年度肝付町特別会計
後期二［・佃１爵□＝γ

　　　　

．」病薦雫堂勘定予算
原案のとおり可決すべきものと決定

議案第２８号
令和８年度＝－鶴岡；〆会計
介護保険事業費保険事業勘定予算 原案のとおり可決すべきものと決定

議案第２９号 令和８年度肝付町特別会計介護保険事業費介護サービス事業勘定予算 原
案のとおり可決すべきものと決定

議案第３０号 令和８年度肝付町水道事業会計予算 原案のとおり可決すべきものと決定

議案第３１号 令和８年度肝付町立病院事業会計予算 原案のとおり可決すべきものと決定



予算審査特別委員会審査の経過及び内容

令和８年２月２７日に開会した令和８年第１回肝付町議会定例会の本会議において、委員
１３名による予算審査特別委員会が設置され、令和８年度肝付町一般会計及び特別会計予算
４件、企業会計予算２件について、本委員会に付託された審査の経過及び結果を次のとお
り報告します。

ｏ審査日程 令和８年３月３日（火）、 ４日 （水）、 ６日（金）、 ９日（月）、１３日（金）
ｏ審査場所肝付町議会議場
ｏ出席委員 ３日・４日・６日・９日・１３日：１２名

　　　

※各会計の予算額 （案） は、 次の表のとおり

令和８年度予算（案）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円、 ％）

会計名
予算額 比較

令和８年度 令和７年度 増減額 伸び率

′．猟Ａｕｌ １０，５２８，５８２ １０，８００，７４４ 乙 ２７２ユ６２ △２．５

特
別
会
計

国民健康保険事業費 ２，００６，０１３ １，９９８，９９３ ７，０２０ ０．４

後期高齢者医療費 ３３４，３６７ ３１１，４０６ ２２，９６１ ７．４

介護保険事業費

　

保険事業
２，６７３，８４７ ２，７２６，４５２ △ ５２，６０５ △〉１．９

介護保険事業費

介護サービス事業
１２，５１１ １２，５１１ ０ ０

水道事業 ６１７，５２６ ５８５，１０８ ３２，４１８ ５５

町立病院事業 ８１６，４４３ ８０８，５１２ ７，９３１ １・０

計 １６，９８９，２８９ １７，２４３，７２６ 乙 ２５４，４３７ △１．５



審査に当たっては、 次の点に主眼をおき、 審査しました。

１．予算の妥当性と効率性
１．町民の皆様の視点

１．将来を見据えた視点
・ 「議員必携」２５９ページからの 「予算審議の着眼点」
・肝付町議会基本条例第１２条並びに第１３条

審査意見（委員から出された主な意見）
【予算編成・組織体制に関する意見】
０合併から２０年が経過していることを踏まえ、町民生活課と総務課など、本庁と総合支所
で重複している管理的経費に係る予算の一本化や、組織の統合が望まれる。

【産業振興（農林水産・商工）に関する意見】
○ふるさと納税について、目標額達成に向けた具体的計画の策定や、全庁的な取り組みが
求められる。また、きもつき未来商社そらまちの自立に向けた具体的な計画策定が望まれ
る。

○農業の担い手不足が深刻化している状況下において、関連予算が減額となっている現状
に危機感が示された。また、就農希望者向けの研修ハウスは、利用者が決まってから修繕
するのではなく、あらかじめ椅麗な状態に整備してから利活用者を募集して有効活用を望
む。
０活火山営農補助金について、 「３名以上の取り組み」 という条件が活用のハードルと
なっているため、 県への要件緩和の要望を望む。

【医療・福祉・保健に関する意見】
○病院事業会計に関して、赤字経営が常態化しており、赤字に限度額設定がない状況に強
い懸念が示された。現在の経営状況について、広く住民に情報を周知し、厳格な議論を行
うべき。
○国民健康保険の医療費削減のため、ジェネリック医薬品の利用促進の周知強化や、人工
透析患者の増加への対応、Ａ－を活用した特定健診受診率向上、重複・頻回受診者への訪問
指導の充実を望む。また、介護分野の人材不足を見据え、ケアプラン作成等の業務効率化
に向けたＡＩ活用を求める。

【教育・移住定住に関する意見】
○山村留学事業の新規受け入れがゼロとなっている現状について、住環境等の事前確認に
係る制度の充実やＰＲの強化など、積極的な立て直しが望まれる。また、物価高騰を考慮
した奨学金の貸与月額の引き上げに関する検討を求める。さらに、内之浦小中学校敷地に
存在する国からの借地については、来年度を目処に購入等早期の解決を望む。

【施設・インフラ維持管理に関する意見】
○叶岳コテージの改修工事費が高額である点について、修繕だけでなく新築した場合の費
用との比較検討を行うべき。
０上水道の水源地に設置される水中ポンプについて、不具合が出てから交換するのではな
く、給水への影響を防ぐために耐用年数を考慮した計画的な更新が望まれる。



○大規模災害発生時の予算対応について、 平時にシミュレーションを行い、 災害時に備え

ることを望む。

【委員会運営・提出資料に関する意見】
０議案等資料に誤りが散見され、度重なる差し替えに留まらず、本会議での対応を要する
事態について、 強く苦言を呈するとともに改善を求める。 また、 議員が住民を代表して議

論し、最終的な意思決定を行う、厳粛な場である議場での審議において、出席者は、相応
の緊張感を持って望むよう強く望む。

【まとめ】

　

令和８年度予算審査特別委員会では、合併から２０年が経過した節目の年として町の組織
体制や、持続可能な行政運営に向けた根本的な課題について多くの指摘を行った。
特に、一次産業における深刻な担い手不足や人口減少への対策の－環として、農業研修
施設の有効活用や、交流人口拡大への取り組みとして、山村留学者の増加に向けた制度の
立て直しなど、現状を打破するための積極的な投資とＰＲ戦略の必要性について強く求め
た。

　

また、医療・福祉分野においては、恒常的な赤字を抱える病院事業会計に対する強い危
機感が示されたほか、ＡＩを活用した特定検診受診率の向上やケアプラン作成の効率化、
ジェネリック医薬品の利用促進など、最新技術の導入による医療費適正化と人材不足対策
を提案した。

　

さらに、インフラ維持管理の面でも、老朽化する公共施設や水道設備の計画的な更新と
費用対効果の検証を求めた。

　

本委員会では、執行部から提出された予算資料に誤りや差し替えが相次いだこと、また
一部の出席者に緊張感を欠く態度が見られたことに対して強く改善も求めた。全体を通し
て、限られた財源の中で各種事業の効果を最大化するための創意工夫を求めるとともに、
町民に対する透明性の高い説明責任と、責任ある行政運営の徹底を強く求める。
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